





























































































































































































































































































































































［⚑］日比谷公園環境権事件［1－1］（東京地決昭和 53 年⚕月 31 日判時

































［⚒］京都ホテル事件（京都地決平成⚔年⚘月⚖日判タ 792 号 280 頁）
本件は、Y1（京都ホテル）が旧京都ホテルを解体し、その跡地（一般
規定では 45 メートルの規制制限がかかっている）に、総合設計制度を利











［⚓］鎌倉市まちなみ景観事件［3－1］（横浜地判平成 12 年 12 月 22 日判
タ 1070 号 276 頁） 控訴審［3－2］（東京高判平成 13 年⚖月⚗日判タ



































［⚔］国立景観事件 一審［4－1］（東京地判平成 14 年 12 月 18 日判時
1829 号 36 頁） 控訴審［4－2］（東京高判平成 16 年 10 月 27 日判時 1877
号 40 頁） 上告審［4－3］（最判平成 18 年⚓月 30 日民集 60 巻⚓号 948
頁）

















［⚕］名古屋まちなみ保存景観事件（名古屋地決平成 15 年⚓年 31 日判タ





























［⚖］都立大深沢校舎跡地景観事件（東京地判平成 17 年 11 月 28 日判時
1926 号 73 頁）
本件は、Yら（10 社）が東京都から都立大跡地等を 265 億円で購入し、













［⚗］町田マンション事件（東京地判平成 19 年 10 月 23 日判タ 1285 号
176 頁）
本件は、Xら（玉川学園周辺に居住する 101 名）は、Yらが建築した







































［⚙］赤白ストライブハウス事件（東京地判平成 21 年⚑月 28 日判タ



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（81）小林正⽛わが国の景観保全形成法制⽜レファレンス 2007 年⚑月号 48 頁－
61 頁、表⽛景観保全・形成法制⽜62 頁－75 頁。西村幸夫⽝環境保全と景観創













































（87）亘理格⽛土地利用規制と景観法⽜ジュリスト 1314 号（2006 年）23 頁－24
頁、伊藤修一郎⽛景観条例の展開と景観法の活用⽜（同）15 頁以下、内海麻利
⽛土地利用規制の基本構造と検討課題─公共性・全体性・時間性の視点から⽜
論究ジュリスト 2015 年／秋号 ⚗頁－16 頁、など参照。景観法制定後の運用
実態と課題について論じたものとして、長谷川貴陽史⽛地域コミュニティは景
観法を活用できるか─既成市街地における近年の景観紛争事例を踏まえて⽜
ジュリスト 1314 号（2006 年）47 頁－52 頁、景観法制定 10 年後の経過につい
ては、小林敬一⽛景観の計画的ビジョン⽜日本建築学会編⽝景観再考─景観
からのゆたかな人間環境づくり宣言⽞（鹿島出版会、2013 年）⚓頁以下、西村











意義⽜季刊まちづくり 21 号（2008 年）90 頁－93 頁、舟引敏明⽛歴史まちづく
り法について 古都保存行政の理念の全国展開⽜（同）94 頁－110 頁、西村幸
夫⽛動き出した歴史まちづくり計画─そのねらいとひろがり⽜季刊まちづく
り 24 号（2009 年）12 頁－17 頁、苅谷勇雅⽛文化財の総合的な保存・活用と歴
史まちづくりの課題⽜（同）42 頁－44 頁、など参照。























203 頁－241 頁、同⽛自然環境・景観保全の法と政策⽜法セ 658 号（2009 年）
















（96）同・前掲註（91）法セ 658 号 22 頁以下は、自然保護法制度の欠陥を指摘
している。高橋信隆⽛自然環境保全⽜高橋信隆・亘理格・北村喜宣⽝環境保全













うせい、2002 年）⚑頁－10 頁、同⽝改訂版 まちづくり・都市計画なんでも


























域の景観保全・形成に留意して─⽜レファレンス 2006 年 10 月号⚕頁－17 頁、
特に、12 頁－15 頁、同⽛森林の自然保護─森林・林業施業の制限と森林の



























































題⽜季刊まちづくり 25 号（2009 年）116 頁、日本弁護士連合会⽛持続可能な
都市の実現のために都市計画法と建築基準法（集団規定）の抜本的改正を求め




年）6/7 月号 12 頁、10 月号 10 頁、11 月号⚖頁、12 月号 10 頁以下、建築基準
法の問題点については、高見澤邦朗⽛分権改革による 21 世紀型まちづくりを⽜




31 巻⚑号（2008 年）⚑頁以下、⚙頁－24 頁、同⽛景観利益判決の射程⽜関東
学院法学 22 巻⚒号（2012 年）⚑頁－30 頁以下、14 頁－30 頁、同⽝景観利益































年）71 頁以下、同⽛─弁護士が語る⽜法学セミナー 626 号（2007 年）⚗頁。
















（113）朝日新聞 2002 年 12 月 19 日（社説）。淡路剛久⽛景観権の生成と国立大




己・判タ 1120 号（2003 年）70 頁。第一審判決を論評したものとして、上記の
他、関智文・不動産研究第 46 巻第⚑号（2004 年⚑月発行）⚑頁－12 頁、角松
生史〈第三版〉別冊ジュリスト 168 号（2003 年）80 頁、富井利安⽛⽛景観利益⽜
判決の要点と意義⽜地域開発 2003 年⚕月号 21 頁、同⽛意見書：景観の法的保
護について⽜広島法学 27 巻⚑号（2003 年）143 頁、同⽛国立高層マンション








リスト 171 号 163 頁は、人格的利益としてとらえるのが適切であるとしてい























同旨、富井利安・判公法 158・159 号 8350 ノ 615 頁。
（118）富井利安・判公法 141 号 8350 ノ 321、同 385 頁以下、小池あゆみ・判例
タイムス 1154 号（2004 年）230 頁。
（119）富井・同上・判公法 141 号 8350 ノ 390 頁。
（120）［4－3］の主要な評釈として、大塚直⽛国立景観訴訟最高裁判決の意義と
課題⽜ジュリスト 1323 号（2006 年）70 頁以下、73 頁－78 頁、同・NBL834 号
（2006 年）⚔頁、上野暁・法律のひろば 59 巻⚘号（2006 年）73 頁、前田陽一・
法の支配 43 号（2006 年）88 頁、加藤了（判評）判例自治 280 号（2006 年）104
頁、吉田克己・ジュリスト 1332 号（2007 年）83 頁、同・別冊ジュリストNo.
196（2009 年）156 頁、吉村良一・法律時報 79 巻⚑号（2007 年）141 頁、板垣
勝彦・法学協会雑誌 127 巻 12 号（2010 年）190 頁以下、高橋譲・ジュリスト





159 号 614 頁。
（122）富井利安・判公法 171 号 8350 ノ 646 ノ⚑、72 頁－78 頁。










の検討─⽜立命館法学 339・340 号（2011 年）619 頁以下、627 頁－629 頁、
牛尾洋也⽛行政法規違反による景観利益侵害の場合の違法性判断─船岡山
景観民事判例を素材に─⽜龍谷法学 44 巻⚔号（2012 年）39 頁以下、など参
照。
（125）富井利安⽛景観利益の法的保護要件と効果─洛西ニュータウン高層マ


























利益であるということを妨げない、としている（東京高判昭和 55 年 11 月 11
日判時 840 号 62 頁）。




（127）樫見由美子・別冊ジュリストNo.171（2004 年）164 頁－165 頁。樫見は、
歴史的景観のように一義的に価値評価を行うのが困難な場合、手続的権利の
確立こそが求められているとする（165 頁）。






（130）本判決を論評したものとして、富井利安・法時 77 巻⚒号（2005 年）⚑頁、
磯野弥生⽛国立マンション差止請求控訴審判決⽜環境と公害 34 巻⚔号（2005
年）41 頁、松尾弘・判タ 1180 頁（2005 年）119 頁、大塚直・NBL799 号（2004
年）⚔頁以下、などがある。
（131）富井・判公法 157 号 8350 ノ 465 頁、580 頁以下、694 ノ⚑、同 48 頁。
（132）富井利安・判公法 178・179 号 8350 ノ 694 ノ⚑頁、50 頁は、都市景観と
自然景観を殊更に峻別する論には賛成できないとする。
（133）景観利益の公共性（多層性）については、富井利安⽛意見書⽜広島法学
29 巻⚒号（2000 年）240 頁、能見善久⽛新しい法益と不法行為法の課題⽜
NBL936 号（2010 年）⚙頁、大塚直⽛公害・環境、医療分野における権利利益
侵害要件⽜同 39 頁－40 頁、吉田克己⽛保護法益としての利益と民法学─個
別的利益・集合的利益・公共的利益⽜民商法雑誌 148 巻⚖号（2013 年）572 頁
以下、亘理格⽛共同利益論と⽛権利⽜認定の方法⽜同 513 頁以下、公私協働論
を展開しているものとして、日本法社会学会編⽝現代における私法・公法の〈協

























発 2003 年⚕月号 26 頁以下は、明確な権利性がなくとも、地域に不文律の約束
ごとがあればそれで足りるとしている。
（135）富井・前掲註（108）関東学院法学 22 巻⚒号⚒頁。
（未完）
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